
10  庄原市観光振興計画の骨子案作成

12　市・県民税の申告は２月 18 日から

13　庄原市奨学金奨学生募集

14　帰ろうや倶楽部創設

15　地域おこし協力隊員募集

16　平成 25 年度地域審議会

17　コミュニティ助成事業で地域づくり

　　市立図書館の開館日・時間が変わります

18　シリーズ100 歳まで楽しめる野菜づくり

　　安心・安全な毎日のために

19　健康ひろば　　　　20　市政トピックス

22　カメラレポート　　25　お知らせ

森平千尋さん（本村町）は、看護大学
３年のときに創設された庄原市医療従
事者育成奨学金制度を利用。庄原赤十
字病院の２年目看護師として頑張って
います。笑顔で接する千尋さんに、患
者の皆さんの表情も和らぎます。（関連
記事２～９ページ）
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続・地域医療を守る

４
つ
の
課
題
解
消
へ

　

こ
れ
ま
で
庄
原
赤
十
字
病
院
は
４
つ

の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
一
つ
は
、
以

前
の
病
院
は
増
改
築
を
重
ね
て
き
た
た

め
、
診
療
科
が
分
散
し
て
分
か
り
づ
ら

く
、
利
用
者
に
と
っ
て
不
便
な
構
造
に

な
っ
て
い
た
こ
と
。
二
つ
は
、
昭
和
40

～
50
年
代
に
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
新

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
安
全

面
が
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

三
つ
は
地
域
中
核
病
院
と
し
て
求
め
ら

れ
る
救
急
・
高
度
医
療
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
の
診
療
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。

増
改
築
に
対
し
市
が
支
援

　

庄
原
赤
十
字
病
院
は
そ
の
課
題
の
多

く
に
対
応
で
き
る
増
改
築
を
決
定
し
、

工
事
に
着
手
。
市
は
、
地
域
医
療
を
守

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
実
現
の

た
め
に
、
こ
の
増
改
築
に
対
し
て
財
政

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

庄
原
赤
十
字
病
院
は
、
入
院
治
療
を

必
要
と
す
る
重
症
救
急
患
者
を
受
け
入

れ
る
「
二
次
救
急
指
定
病
院
」
で
あ
り
、

災
害
時
に
発
生
す
る
患
者
に
対
応
す
る

「
災
害
拠
点
指
定
病
院
」
に
位
置
付
け

ら
れ
、
救
急
医
療
・
高
度
医
療
に
対
応

で
き
る
総
合
病
院
。
増
改
築
工
事
の
完

了
で
、
本
市
の
地
域
医
療
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
が
よ
り
一
層
期
待
さ
れ
る
。

※
庄
原
赤
十
字
病
院

　

日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
が
設
置
す
る

病
院
。
庄
原
市
と
三
次
市
で
構
成
さ
れ
る
備

北
二
次
保
健
医
療
圏
の
中
核
病
院
の
一
つ
で

あ
り
、
広
島
県
災
害
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

※
広
島
県
災
害
拠
点
病
院

　

県
内
や
近
県
で
災
害
が
発
生
し
、
通
常
の

医
療
体
制
で
は
被
災
者
に
対
す
る
適
切
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ

た
場
合
に
、
広
島
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
傷

病
者
の
受
け
入
れ
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
な

ど
を
担
う
病
院
。

利便性が向上した
正面玄関・駐車場

以前から 105 区画増の 375 台が止めら
れる駐車場となり、バスの乗り入れがで
きるロータリーを設置。玄関は開放的に
なり、吹き抜けのエントランスには床暖
房が整備されている。災害拠点指定病院
として被災した傷病者をいつでも受け入
れられるよう病床機能も備えられている。

広くゆったりとした
診療室・通路

どのフロアも幅広い通路とゆったりとし
たスペースが確保され、待合室・診療室
も広く快適に受診できる。診療室は全て
個室になり、待合室や外に声が漏れにく
く、プライバシーにも配慮されている。

続・地域医療を守る
～地域医療の拠点　庄原赤十字病院増改築が完了～

　平成 23 年２月から進められていた庄原赤十字病院の増改築がこのたび完了
しました。地域医療の拠点施設として、今後の役割に大きな期待が寄せられま
す。本市の地域医療の中核を担う庄原赤十字病院の新たなスタートとともに、
改めて地域医療について考えます。

　着工から丸３年の歳月を経て、生まれ変わった庄原赤
十字病院。新耐震基準を満たした構造になり、古い建物
では確保できなかった待ち合いスペースや診療スペース
を確保。最新の医療機器、手術室が備えられ、高度医療
への対応、救急機能の充実が図られている。

最新の医療設備と心休まる
空間を備えた新病院

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 2 3｜２０１４．２月号｜広報しょうばら
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小児科
金丸博 医師

内科
鎌田耕治 医師

皮膚科
原　武 医師

脳神経外科
廣畑泰三 医師

耳鼻咽喉科
尾野里奈 医師

透析外科
柳川泉一郎 医師

循環器科
杉野浩 医師

眼科
向井聖 医師

麻酔科

中
な か む ら

村裕
ゆ う じ

二
医師

外科

高
た か し ま ひ ろ と し

嶌寛年
医師

リハビリテーション部門
医療技術部
理学療法技術課

井
い の う え か ず あ き

上和章 課長

整形外科
副院長

大
だ い さ く ひ ろ か ず

作浩一
医師

泌尿器科

岩
い わ さ

佐嗣
つ ぐ お

夫
医師

小児科は赤ちゃんから中学生
までを担当しています。医師
は２人のため、救急では他科
の医師に協力いただきなが
ら、365 日小児科医が患児を
診ることのできる体制として
います。予防接種、乳児健診
も行っています。

あらゆる内科疾患を総合内科
医として診療にあたっていま
す。特に、消化器疾患では肝
臓・胆膵・消化管の専門医が、
内視鏡、カテーテル、経皮的
治療といった手術を伴わな
い、体に負担の少ない治療法
を積極的に行っています。

　外科などの手術
は、麻酔科医がい
なければできませ
ん。麻酔は手術中

に患者さんの安全を守るということが
最大の目的であり、我々の主たる仕事
です。また、疼痛緩和を伴うペインク
リニック、救急搬送された患者さんや
手術後の集中治療管理も行っていま
す。当院では常勤の麻酔科医が３人、
毎週１回島根大学から、月２回岡山大
学から応援があるので、以前はできな
かった手術が可能になり、患者さんが
どんな容態でも対応できる状況です。
市民の方の期待に応えられるよう頑
張っていきます。

　消化器が専門で
すが、消化器以外
にも肺がん、乳が

ん、甲状腺、足の静脈瘤も手術してい
ます。常勤の外科医は３人。現在は岡
山大学の全面的なバックアップがあ
り、特に難しい食道がん、腹腔鏡によ
る胃がん・大腸がん手術、膵臓がん、
肝臓がんなど困難な手術症例は、岡山
大学関連の高名な医師に執刀をお願い
し、体の断層写真や内視鏡写真を事前
に大学病院に送り、執刀医と話をしな
がらベストの手術を選択します。患者
さんとはしっかりとコミュニケーショ
ンをとり、患者さんにとって治療を受
けやすい場所での手術を勧めていま
す。県内でも最も合併症の少ない病院
の一つですので、安心して受診してく
ださい。

　ここでは理学療法士、作業療法士、言語
聴覚士の３つの職種で患者の皆さんの回復
をお手伝いしています。一日でも早く自宅
に帰ってもらえるよう支援することはもち
ろん、退院後も安心して生活に戻れるよう、
家族の方はもとより、地域の方やケアマ
ネージャー、ホームヘルパーの方などと連
携し、かかわれる方みんなでサポートしま
す。病院内でも医療専門職だけでなく、ソー
シャルワーカーなど多くの職種がかかわっ
ています。
　合同カンファレンスなどでしっかりと情
報共有し、本人と家族の要望にできるだけ
応える形でサポートを行っています。

　多くは骨折をは
じめとする四肢の
外傷、関節疾患を

診ています。年齢層は幅広いですが、
やはり高齢者の方が多いですね。高齢
になってくると転倒が増え、骨粗しょ
う症も関係し、転ぶと骨折につながり
ます。また、変形性膝関節症の患者
さんも多く、膝が痛くて歩行がつらく
なった患者さんには、人工膝関節置換
の手術が有効です。手術室・設備が新
しくなり、格段に手術しやすくなりま
した。現在整形外科医は４人体制で、
うち３人が整形外科専門医なので、通
常の疾患にはほとんど対応できます。
より高度の専門治療が必要な場合は専
門の医療機関を紹介しています。

　年を重ねると、
前立腺肥大症、頻
尿、膀胱炎、腎盂

炎、悪性腫瘍などの確率が高くり、こ
うした疾患に対して私たち泌尿器科医
が診療します。現在、一日平均 40 ～
50 人を２人で外来診療しています。
　高齢患者の約７割の方が頻尿を自覚
されていますが、実はそのほとんどが
機能障害です。長年働いてきた膀胱の
筋肉に障害が起き、尿が溜められなく
なってきます。有効な薬物治療があり
ますので、恥ずかしがらずに相談して
ください。

皮膚科医１人体制ですが、湿
疹、水虫、良性・悪性皮膚腫
瘍をはじめとした一般的な皮
膚疾患を全般に診察していま
す。地域住民の皆さんの皮膚
に関する症状を少しでも楽に
できるよう診療を行っていま
す。

脳神経外科とは、脳、脊髄、
末梢神経系およびその付属器
官（血管、骨、筋肉など）を
含めた神経系全般の疾患の中
で、主に外科的治療の対象と
なり得る疾患について、診断、
治療を行う医療の一分野で
す。

耳鼻咽喉科は、耳・鼻・のど
はもちろんのこと、めまいや
頸部疾患の診察も行っていま
す。庄原市には現在、耳鼻科
専門の医療機関はほとんどな
く、当院では子どもから大人
まで気軽に相談できる雰囲気
づくりに努めています。

人工透析とは腎不全に対する
対症療法です。当院では血液
透析と腹膜透析のいずれも
行っています。生涯にわたっ
て病院へ通院していただく必
要がありますが、通院が苦痛
にならないように努めていき
ます。

医師４人で狭心症・心筋梗塞
といった虚血性心疾患、心不
全、不整脈、高血圧、種々の
動脈硬化性疾患の診療にあた
ります。最新の血管内治療を
行い、24 時間体制で緊急疾
患に対応し、地域の循環器病
の第一次医療も担います。

主に白内障や緑内障、糖尿病
網膜症などの診療を行ってい
ます。緑内障は主に薬物治療
を行いますが、薬物治療で改
善されないケースは広島大学
病院や近隣の病院へ紹介して
います。白内障も手術が必要
であれば紹介しています。

　市内で唯一の救急・高度医療に対応できる庄原赤十
字病院。市民からその機能充実を望む強い声があった。
救急入口からＨＣＵ（集中管理病棟）、手術室までの
動線が確保され、さまざまな急病者に対応。新しく整
備された最新医療設備が、これまでできなかった手術・
治療を可能にしている。

救急・高度医療機能が充実

機
能
の
発
揮
に
は
対
応
で
き
る　
　

医
師
確
保
が
重
要

　

こ
れ
ま
で
３
室
あ
っ
た
手
術
室
は
４
室

に
増
え
、
室
内
に
は
高
度
な
手
術
が
可
能

な
最
新
機
器
を
導
入
。
大
手
術
を
行
う
の

に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
が
十
分
入
室
可
能
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
こ
れ
に
よ
り
高
度
な

手
術
が
で
き
る
医
師
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
都
市
部
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
治
療
が
庄
原
市
内
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

増
加
す
る
高
齢
者
に
対
応
す
る　
　

医
療
を
提
供

　

年
を
取
る
と
起
こ
り
や
す
く
な
る
症
状

や
疾
患
が
あ
る
。
高
齢
者
比
率
が
39
％
の

本
市
。
高
齢
者
の
多
い
庄
原
市
は
お
の
ず

と
そ
う
し
た
疾
患
に
か
か
る
人
が
増
え
て

き
て
い
る
。
庄
原
赤
十
字
病
院
で
は
、
高

齢
者
が
か
か
り
や
す
い
専
門
科
を
充
実

し
、
こ
の
地
域
に
沿
っ
た
優
し
い
診
療
、

患
者
と
家
族
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

患
者
に
合
わ
せ
回
復
を
サ
ポ
ー
ト　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

　

手
術
後
な
ど
体
を
自
由
に
動
か
せ
な
い

人
の
状
態
を
改
善
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
。
市
内
で
唯
一
、
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
３
職
種
が

揃
い
、
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ

リ
を
サ
ポ
ー
ト
。
都
市
部
の
病
院
で
は
、

手
術
後
１
月
程
度
で
退
院
を
勧
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
こ
こ
は
患
者
の
状
態

に
配
慮
し
、
入
院
の
期
間
を
長
く
と
る
よ

う
努
め
て
い
る
。中
島
浩
一
郎
院
長
は「
市

内
に
は
リ
ハ
ビ
リ
で
き
る
施
設
は
ほ
か
に

な
い
。
特
に
高
齢
の
方
が
こ
こ
に
通
う
に

は
負
担
が
大
き
い
。
で
き
る
だ
け
回
復
し

て
か
ら
退
院
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
私
た

ち
の
願
い
」
と
力
を
込
め
る
。

●救急外来・救急車搬入数（単位：人）
年度 Ｈ 21 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24

救急外来 8,501 9,101 9,135 ※8,753

うち
救急車搬入 1,021 974 1,156 ※1,268

※救急外来１日平均 24 人
※救急搬送１日平均 3.5 人

①備北で初めての症例となった
腹臥位完全鏡視下食道がん手術
の様子。最新医療機器導入で高
度な手術が可能になった。②救
急入口は一般患者の入口と分け
たことで、救急車が続けて３台
到着しても対応が可能になっ
た。手術室までの動線も確保さ
れ、スムーズな受け入れ態勢で、
ざまざまな救急に対応できる。

以前はフロアが分離
されていて使い勝手
がよくなかったが、
ワンフロアになった
ため利用しやすくな
り、窓が広くとられ
開 放 的 な つ く り に
なった。患者からも

「明るくなり、外の景
色を見ながら気持ち
よくリハビリできる」
と好評。

① ②

リハビリテーション室

庄原赤十字病院の主な診療科

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 4 5｜２０１４．２月号｜広報しょうばら
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広島県いきいき地域づくり賞表彰式後、
湯﨑英彦県知事と。

続・地域医療を守る

●診療日　日曜日、祝日、年末年始（12 月 30 日～１月３日）
●診療時間　９時～ 17 時 ※受け付けは 16 時 45 分まで。
●診療科　内科 ※日によって医師が異なります。
※小学生以下の方は、庄原赤十字病院小児科で受診してください。
問い合わせ：休日診療センター☎ 0824-72-9900
　　　　　　（診療日以外は保健医療課☎ 0824-73-1155 へ）

　今、全国で地域医療の崩壊危機に直面している。そ
れは慢性的な医師不足にある。本市でも、医師の確保
は大きな課題であり、診療所の継承や医師の高齢化、
看護師の不足も継続的な課題となっている。この現状
を打破するため、医療関係者と市民とが協働して地域
医療を守るためのさまざまな活動を進めている。

拠点病院・地域医療を
支える協働の輪

市
全
域
の
総
合
的
地
域
医
療
の
確
保

を
目
指
す
「
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

　

将
来
に
わ
た
り
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
医
療
の
確
保
と
、
庄
原
赤
十
字

病
院
と
診
療
所
の
連
携
の
強
化
、
医
療
体

制
の
整
備
を
目
的
に
、庄
原
赤
十
字
病
院
、

庄
原
市
医
師
会
、
市
の
３
者
で
「
庄
原
市

の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」
を
平
成
21
年

に
発
足
。

　

医
師
や
看
護
師
の
確
保
、
二
次
救
急
医

療
に
お
け
る
勤
務
医
の
負
担
軽
減
、
庄
原

赤
十
字
病
院
の
施
設
と
機
能
の
充
実
な

ど
、
本
市
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
必

要
な
対
策
を
検
討
・
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

継
続
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

医
師
・
看
護
師
志
望
の
学
生
を
支
援

　

考
え
る
会
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
市

は
、
平
成
21
年
度
、
市
内
の
医
療
従
事
者

不
足
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
医
師

や
看
護
師
を
目
指
す
人
を
支
援
す
る
「
庄

原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
制
度
」
を

創
設
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
人
は
４
年
間
で

70
人
に
上
る
。
平
成
23
年
４
月
に
は
看
護

師
と
し
て
２
人
が
庄
原
赤
十
字
病
院
に
就

職
。
以
降
22
人
が
庄
原
市
内
の
医
療
機
関

に
就
職
し
て
い
る
。

地
域
医
療
へ
の
市
民
意
識
の
高
ま
り

　

ま
た
、「
地
域
医
療
の
課
題
の
解
決
と

地
域
医
療
充
実
に
は
何
が
必
要
か
」
を
市

民
と
一
緒
に
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主

催
。
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
議
論
を
深
め

る
中
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
市
民
の
参

加
が
増
え
、
地
域
医
療
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
結
び
つ
い
て
き
て
い
る
。

小
児
科
医
を
守
り
た
い
と
願
う
母
親

た
ち
が
立
ち
上
げ
た
「
小
児
医
療
を

考
え
る
ひ
だ
ま
り
の
会
」

　

市
内
で
唯
一
小
児
科
が
あ
る
庄
原
赤
十

字
病
院
か
ら
小
児
科
医
が
い
な
く
な
る
と

い
う
不
安
を
抱
い
た
「
庄
原
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
広
場
」
に
集
う
母
親

た
ち
が
平
成
21
年
10
月
、「
庄
原
の
小
児

医
療
を
考
え
る
ひ
だ
ま
り
の
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。

　

24
時
間
３
６
５
日
の
診
療
体
制
の
中
、

入
院
す
る
子
ど
も
の
回
診
や
夜
間
・
休
日

の
救
急
対
応
な
ど
、
十
分
な
休
息
が
取
れ

な
い
環
境
で
働
く
小
児
科
医
の

負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
、
自
分

た
ち
の
で
き
る
行
動
を
実
践
。

病
気
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

上
手
な
受
診
の
仕
方
を
学
ぶ
学

習
会
を
開
い
た
り
、
小
児
科
医

と
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
り

す
る
な
ど
、
精
力
的
な
活
動
を

続
け
て
い
る
。

地
域
医
療
を
守
る　
　
　
　
　
　
　

先
駆
的
な
取
り
組
み
に
評
価

　

小
児
科
医
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
の
効
果
が
少
し
ず
つ
出
始
め
、
こ

う
し
た
か
か
わ
り
か
ら
医
師
や
看
護
師
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
り
、
お

互
い
に
信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
き
た
。

　

会
員
の
創
意
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
自
主

的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
昨
年
12
月
、
広
島

県
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
賞
を
受
賞
。
地

域
医
療
を
守
ろ
う
と
活
動
す
る
市
民
グ

ル
ー
プ
は
県
内
に
は
他
に
な
い
こ
と
か

ら
、
医
療
関
係
者

か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
る
。
地
域

医
療
を
守
っ
て
い

く
取
り
組
み
モ
デ

ル
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
も

期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
。

一
次
救
急
に
対
応
す
る　
　
　
　
　

休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
を
運
用

　

庄
原
赤
十
字
病
院
北
側
に
休
日
の
急
病

患
者
に
対
応
す
る
「
庄
原
市
休
日
診
療
セ

ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
昨
年
４
月
７
日

か
ら
診
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

休
日
診
療
セ
ン
タ
ー
は
休
日
に
お
け
る

一
次
救
急
（
入
院
を
必
要
と
し
な
い
程
度

の
救
急
）医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
、

庄
原
市
医
師
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る
医
師
が

診
療
業
務
を
担
っ
て
い
る
。

医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
制
度

　

市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
医
師
、
看
護

師
、
助
産
師
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る

方
に
対
し
、
修
学
な
ど
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
る
制
度
。

　

資
格
取
得
後
、
市
内
の
医
療
機
関
な
ど

に
医
療
従
事
者
と
し
て
一
定
期
間
勤
務
す

れ
ば
、
奨
学
金
の
全
額
か
一
部
が
免
除
さ

れ
、
返
還
の
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
奨
学
金
の
平
成
26
年
度
奨
学

生
を
募
集
中
で
す
。
こ
の
制
度
に
関
す
る

詳
細
は
、
保
健
医
療
課
医
療
予
防
係
（
☎

０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
５
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
い し は ら

原　蓮
れ ん

 さん

庄原の小児医療を考える
ひだまりの会　代表
八谷るり子さん（左）

森岡　早苗さん（右）

庄原市医師会

毛
も う り

利 昭
あ き お

生 会長
（毛利内科胃腸科医院　院長）

魅力ある制度
やりがいある仕事に就けた

一人一人の心掛けが
地域医療を守ることにつながります

22 歳。三次市三良坂町出身。
昨年４月から庄原赤十字病
院に勤務。

看護師

庄原市休日診療センター
　庄原市の奨学金制度は、入学した三
次看護専門学校で知りました。親に負
担をかけたくないという思いがあった
ので、庄原市内の病院に勤めれば免除
になるというのも魅力で、利用させて
いただきました。この仕事は奥が深く、
難しい場面も多く感じますが、とても
やりがいを感じています。早く一人前
の看護師になれるよう頑張ります。

２．市内への就職状況（Ｈ 25.4 現在） 

区　分 Ｈ 23 年 Ｈ 24 年 Ｈ 25 年 計

医師 0 0 0 0
看護師 2 7 12 21
助産師 0 1 0 1

計 2 8 12 22
※４月採用

●庄原市医療従事者育成奨学生の内訳【平成 22 年度～ 25 年度実績】 
   
１．医療従事者育成奨学金貸付決定者の状況（Ｈ 25.6 現在）

職種別 医師 看護師 准
看護師 助産師 合計

H22 決定分 2 16 1 0 19
H23 決定分 1 23 3 1 28
H24 決定分 1 15 1 0 17
H25 決定分 2 12 0 0 14

合　計 6 66 5 1 78
※うち看護師の辞退者８人

　賞をいただいたことで、私たち
の活動がより多くの方に知ってい
ただく機会をいただいたのだと
思っています。当初は手探りの中
での活動でしたが、皆さんから声
をかけていただくことも増え、活
動の幅も広がりました。メンバー
全員が子育てしながらの活動のた
め、時間が取れないことも多くあ
りますが、小児科を庄原からなく
さないために、微力ですが、自分
たちのできる範囲で活動を続けて
いきたいと思っています。

　休日診療センター設置の目的は、庄原地域以外の人
が当日診療する医療機関がどこにあるか分からないと
いう声があることから、休日に診療する場所を一つに
して分かりやすくすること。そして、庄原赤十字病院
の勤務医師の負担を減らすことにありました。
　センター設置前は、庄原赤十字病院を受診する軽症
患者の増加によって、本来担う二次救急医療に支障を
来し、急患の治療が遅れる懸念が高まっていました。
　開始から 10 カ月が経過し、一次救急医療と二次救急
医療を区分けした成果が出始めています。実際に庄原
赤十字病院を受診する軽症患者が確実に減っています。
医師会も庄原市の地域医療を考える会として、医師の
負担軽減や受診の仕方などを皆さんに呼びかけてきま
したが、市民の皆さんの受診する際の心がけが地域医
療を守ることにつながっていきます。まずは休日診療
センターで受診してください。

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 6 7｜２０１４．２月号｜広報しょうばら



特集

木
山 

耕
三　
市
長

続・地域医療を守る

　庄原市・三次市・神石高原町と、へき地医療拠
点病院（市立三次中央病院・庄原赤十字病院・神
石高原町立病院）でつくる広島県北部地域移動診
療車運行協議会は、医師のいない地区で通院する
ことが難しい住民の受診機会を確保することを目
的にした『へき地医療拠点病院による移動診療車』
の運行を、平成 24年７月からスタートさせた。

活躍する移動診療車
へき地医療の最前線

中
四
国
初
の
事
業

　　

移
動
診
療
車
を
患
者
の
居
宅
近
く
ま
で

巡
回
し
、
定
期
的
な
診
断
や
治
療
を
行
う

と
い
う
こ
の
事
業
は
、
中
国
・
四
国
地
方

で
は
初
め
て
の
事
業
で
、
地
域
医
療
の
確

保
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

移
動
診
療
車
に
は
、
超
音
波
画
像
診
断

装
置
や
心
電
計
、
自
動
血
液
分
析
装
置
な

ど
の
医
療
機
器
を
搭
載
し
、
診
療
台
や
車

い
す
用
リ
フ
ト
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
高
輝
度
照
明
な

ど
を
装
着
。
庄
原
赤
十
字
病
院
の
医
師
・

看
護
師
・
薬
剤
師
・
検
査
技
師
・
事
務
職

員
の
計
６
人
体
制
で
運
行
し
て
い
る
。

　

診
療
に
は
広
島
大
学
病
院
の
研
修
医
も

同
行
し
経
験
を
積
ま
せ
る
な
ど
、
へ
き
地

医
療
を
担
う
医
師
の
育
成
に
も
貢
献
し
て

い
る
。

自
治
振
興
区
も
運
営
に
協
力

　

移
動
診
療
車
は
現
在
、
毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
に
運
行
さ
れ
、
市
内
で
は
東
城
町

帝
釈
地
区
の
８
カ
所
を
巡
回
す
る
。
診
療

は
午
前
と
午
後
に
１
カ
所
ず
つ
、
一
日
２

カ
所
で
行
い
、
隔
週
で
同
じ
曜
日
、
同
じ

時
間
に
行
っ
て
い
る
。
帝
釈
自
治
振
興
区

が
地
区
全
戸
に
運
行
日
程
表
を
配
布
し
て

い
る
の
で
、
利
用
者
は
そ
の
表
を
確
認
し

て
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
予
約
な
し

で
も
診
療
は
受
け
ら
れ
、
地
区
の
方
以
外

の
方
も
受
診
が
可
能
。

継
続
的
な
医
師
の
確
保
に
取
り
組
む

　
「
庄
原
市
の
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く

の
は
私
た
ち
の
責
務
」。
庄
原
赤
十
字
病

院
で
30
年
、
本
市
の
地
域
医
療
を
担
っ
て

き
た
中
島
浩
一
郎
院
長
は
、
平
成
21
年
の

院
長
就
任
以
来
、
そ
の
思
い
を
よ
り
強
く

し
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
「
庄
原
赤

十
字
病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何

か
」
を
常
に
考
え
て
き
た
。

　

典
型
的
な
中
山
間
地
で
あ
る
庄
原
市

は
、
医
師
不
足
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
や

す
い
。
多
く
の
病
院
が
あ
る
中
で
、
選
ん

で
も
ら
う
に
は
他
に
は
な
い
魅
力
が
い

る
。
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
は
、
と
に

か
く
医
師
の
確
保
が
必
要
と
い
う
認
識
の

も
と
、
医
師
が
庄
原
に
来
て
も
ら
い
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
力
点
を
置
く
。

　

も
と
も
と
庄
原
市
は
「
魅
力
が
あ
る
場

所
」
だ
と
中
島
院
長
は
言
う
。「
庄
原
に

一
度
足
を
運
ん
で
く
れ
る
と
、
自
然
や
病

院
を
気
に
入
っ
て
く
れ
る
方
が
多
い
。
何

よ
り
人
の
良
さ
に
ひ
か
れ
て
庄
原
を
選
ん

で
く
れ
た
医
師
が
何
人
も
い
る
」。
そ
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
、
庄
原
に
来

て
も
ら
い
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
し
か
な
い

と
、
地
域
医
療
に
興
味
を
持
つ
医
学
生
や

研
修
医
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
救
急
・
高
度
医
療
を
提
供
し　
　
　

市
民
の
期
待
に
応
え
る

　

若
い
医
師
が
病
院
選
び
の
条
件
と
し
て

あ
げ
る
“
高
い
レ
ベ
ル
の
医
療
”
の
提
供

に
も
力
を
入
れ
る
。
常
勤
の
麻
酔
科
医
が

増
え
た
こ
と
で
、
多
く
の
手
術
が
可
能
に

な
っ
た
。心
臓
の
手
術
や
肝
臓
移
植
な
ど
、

専
門
病
院
に
依
頼
す
る
よ
う
な
特
殊
な
も

の
以
外
は
、
大
学
病
院
な
ど
都
市
部
の
病

院
と
同
等
の
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
こ
は
市
民
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
る
部
分
で
も
あ
り
、
よ
り
よ
い
医
療
を

近
く
で
受
け
た
い
と
い
う
願
い
を
叶
え
る

部
分
で
も
あ
る
。「
遠
く
の
病
院
で
手
術

す
る
と
、
距
離
的
な
面
や
金
銭
面
で
負
担

が
多
く
か
か
り
ま
す
し
、
そ
こ
に
通
う
家

族
の
方
に
は
よ
り
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

そ
う
し
た
負
担
が
少
し
で
も
減
る
当
院
で

手
術
を
」
と
勧
め
る
。

　

患
者
に
寄
り
添
う
姿
は
、
救
急
医
療
へ

の
対
応
に
も
表
れ
る
。
庄
原
赤
十
字
病
院

で
は
可
能
な
限
り
救
急
車
を
断
ら
な
い
。

こ
こ
が
断
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
市
内
で
は

ど
こ
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な

い
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
は
病
院
に
対
す
る

信
頼
に
も
直
結
す
る
。「
市
民
に
信
頼
さ

れ
な
け
れ
ば
病
院
の
存
在
意
義
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
の
期
待
に
で
き
る
だ
け
応
え

ら
れ
る
病
院
、
医
師
か
ら
も
市
民
か
ら
も

選
ば
れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
」。

き
る
と
い
う
医
師
確
保
の
観
点
と
、
何
よ

り
市
民
の
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
市
は
庄
原
赤
十
字
病
院
の
増
改

築
に
対
す
る
財
政
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
産
科
医
療

の
再
開
も
、
院
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
長

年
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
再
開
ま
で
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
一
日
も

早
い
再
開
に
向
け
て
、
引
き
続
き
協
力
と

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
記
事
で
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、

庄
原
赤
十
字
病
院
は
実
に
多
く
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
慢
性
的
な
医
師
不
足
と

身
近
な
診
療
所
医
師
の
高
齢
化
が
進
行
す

る
中
で
、
一
般
診
療
所
の
側
面
を
持
ち
な

が
ら
、
高
度
医
療
や
救
急
医
療
に
も
対
応

す
る
庄
原
赤
十
字
病
院
は
、
正
に
“
本
市

地
域
医
療
の
砦
”
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
る
た
め
、

病
院
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、
都
市

部
で
勤
務
す
る
医
師
に
も
ア
ピ
ー
ル
が
で

　

以
前
は
当
た
り
前
に
存
在
し
た
も
の
や

当
た
り
前
に
で
き
た
こ
と
が
、
時
代
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
た
り
、
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
医
療
の
面
に
も
表
れ
て
お

り
、こ
の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
と
、

地
域
医
療
も
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
危
機
感
か
ら
、
医
師
会
、
庄
原
赤

十
字
病
院
、
市
で
「
地
域
医
療
を
考
え
る

会
」
を
組
織
し
、
地
域
医
療
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

６
カ
月
で
６
６
５
人
が
利
用　
　
　

待
ち
合
い
が
住
民
の
集
う
場
所
に

　　

こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
は
平
成
24
年
７

月
～
平
成
25
年
12
月
ま
で
で
延
べ
６
６
５

人
。
一
日
平
均
約
６
人
の
利
用
が
あ
り
、

日
に
よ
っ
て
は
受
診
者
が
い
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
利
用
者
か
ら
は
好
評
だ
。

　

10
月
か
ら
利
用
し
て
い
る
と
い
う
一
人

暮
ら
し
の
80
歳
の
女
性
は
「
病
院
で
診
て

も
ら
お
う
と
す
る
と
、
移
動
と
待
ち
時
間

な
ど
で
１
日
か
か
っ
て
し
ま
う
。だ
け
ど
、

移
動
診
療
車
は
す
ぐ
に
診
て
も
ら
え
て
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
移
動
診
療
車
が
運
行
さ
れ
る
こ

と
で
、
待
ち
合
い
と
し
て
利
用
さ
れ
る
集

会
所
が
地
域
住
民
の
集
い
の
場
所
に
な

り
、
住
民
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て

い
る
。

江
え と う

藤 昌
し ょ う へ い

平 さん

将来は総合医として
地域医療に携わりたい

私たちには
地域医療を
守る責任がある

皆さんの暮らしの安心
いちばんづくりに
全力で取り組みます

27 歳。広島大学病院
内科部地域医療研修医。
福岡県出身。

　私は学生のときに一週間庄原に研修に来たこと
があり、そのときに感じた皆さんの温かさが印象
に残っていて、再度庄原赤十字病院を研修先に選
びました。私の実家も庄原のような田舎で地域医
療にはとても関心があります。そのために、実際
に地域に出て多くの情報を得ること、地域医療を
取り巻く環境を知ることは大きいです。将来、患
者さんを１人で全て診療できる総合医となり、地
域医療にも携わりたいと思っています。

田辺正子さん（左）

田辺洋子さん（右）

（ともに東城町帝釈宇山）

　近くに来ていただけるということで検
査をお願いしました。自分の健康状態が
分かるいいきっかけになりました。健診
の受け方や健康管理の話などもでき、必
要であれば庄原赤十字病院の専門の先生
を予約してもらえるので、わざわざ時間
をかけて病院に行く必要がなく助かって
います。（正子さん）
　以前は三次市内の病院にかかっていま
したが、この地域に月に２回来ていただ
け、すぐに診てもらえるのでとても便利
です。時間もたっぷりあり先生と色々な
話ができて、私にはぜいたくな時間で、
ありがたいという気持ちです。今後も利
用させていただきます。（洋子さん）

●利用者インタビュー

中
な か し ま こ う い ち ろ う

島浩一郎　院長
昭和 30 年生まれ。山口県出身。
広島大学卒業。庄原赤十字病院
在職 30 年。平成 21 年１月１
日から現職。
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Support of the community activity

戸宇地区大運動会

　

庄
原
市
立
図
書
館
の
休
館
日
・
開
館

時
間
が
、４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

本
館
（
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
）
お
よ

び
東
城
分
館
の
休
館
日
が
火
曜
日
か
ら

月
曜
日
に
、
比
和
分
館
は
月
曜
日
と
祝

日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
西

城
分
館
の
開
館
時
間
が
13
時
30
分
か
ら

10
時
に
変
わ
り
ま
す
。

　

各
館
の
変
更
後
の
休
館
日
、
開
館
時

間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市立図書館　
☎０８２４‐７２‐１１５９

４月１日から
図書館の休館日・開館時間が
変わります

開館時間 休館日

本　館 10時～19時 月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

西城分館

10時～18時
月曜日・祝日

東城分館

高野分館

比和分館

９時～17時口和分館
土曜日・日曜日・祝日

総領分館

全館共通 12月29日～翌年1月4日
蔵書点検期間中

Opening time and closed days will change

　
市
内
の
自
治
振
興
区
や
自
治
会
な
ど
が
、

宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
採
択
を
受
け
て
、備
品
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
促
進
と
、そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
事
業
で
、宝
く
じ
を
財
源
に
一
定
の

基
準
を
設
け
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
年
度
助
成
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
は
、地
域
活
動
の
基
盤
の
整
備
が
図
ら
れ
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
課
自
治
振
興
係
☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
０
９

～
宝
く
じ
の
財
源
で
備
品
を
整
備
～

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り
」

実施団体名 整備備品 事業費（円） 助成金（円）

敷信自治振興区
折りたたみ会議机45 台、折りたた
み会議椅子100 台、折りたたみ椅子
台車２台

1,401,300 1,400,000

東城自治振興区
戸宇自治会

テント・ベンチ・ゼミテーブル・ラ
イン引き・巻尺・コードリール・芝
刈機

1,273,062 1,200,000

口和自治振興区

液晶プロジェクター、100 インチス
クリーン、ポータブル拡声機、デジ
タルビデオカメラ、DVD プレイヤ
ー、カラオケシステム、紙折り機、タ
ブレットPC、サウンドシステム一
式

1,804,950 1,800,000

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 16 17｜２０１４．２月号｜広報しょうばら
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◎
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
!!

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
、全

国
一
斉
に
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」が
実
施

さ
れ
ま
す
。こ
の
時
季
は
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

火
の
元
・
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
中
の
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
!

   
毎
年
、除
雪
中
の
事
故
が
数
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。ま
た
、除
雪
な
ど
の
作
業
に
よ
る

過
労
で
体
調
不
良
に
な
る
方
も
多
く
い
ま

す
。健
康
管
理
と
安
全
管
理
を
図
り
、次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
一
人
で
は
作
業
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
凍
結
し
た
路
面
を
歩
く
際
に
は
転
倒
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

す
る
場
合
は
、登
り
降
り

や
足
場
に
注
意
し
、ロ
ー

プ
な
ど
で
身
体
を
固
定

し
た
り
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
た
り
す
る
な
ど

し
て
、安
全
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

●
暖
か
い
日
は
、屋
根
の
雪
が
滑
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
軒
下

で
の
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
除
雪
機
を
使
用
す
る
時
は
着
衣
の
巻
き
込

み
に
注
意
し
、機
械
に
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き

は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
雪
か
き
棒
を
使

用
し
て
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
正
し
く
設

置
!!

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
全
て
の
住
宅
に
設

置
が
必
要
で
す
。ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い

お
宅
は
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

    

ま
た
、せ
っ
か
く
取
り
付
け
て
も
、設
置

場
所
や
位
置
を

間
違
え
る
と
感

知
が
遅
く
な
り
、

逃
げ
遅
れ
に
つ

な
が
り
ま
す
。   

説
明
書
な
ど
を

よ
く
読
み
、正
し

く
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

山
の
田
畑
の
楽
し
さ
ア
ッ
プ
（
そ
の
11
）

　
前
号
で
覚
え
た
剪
定
鋏

は
さ
み

の
使
い
方
、マ
ス

タ
ー
で
き
ま
し
た
か
？

   

果
樹
の
剪
定
っ
て
面
白
い
な
！
な
ん
て
考

え
て
果
樹
の
苗
を
植
え
た
あ
な
た
や
、こ
れ

か
ら
植
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
に
、

今
回
は
と
っ
て
お
き
の
苗
を
守
る
豆
知
識
を

教
え
ま
す
。

　

　
今
月
の
豆
知
識

　
果
樹
の
苗
は
１
年
目
を
ど
う
守
る
か
が
勝

負
。
イ
ノ
シ
シ
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
り
シ
カ

に
食
わ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
柵
の
中
に

植
え
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
は
で
き
ま
せ

ん
。

～
竹
を
使
っ
て
切
断
防
止
～

　

果
樹
苗
の
大
敵
は
、
地
面
近
く
で
ス
パ
ッ

と
苗
を
切
っ
て
し
ま
う
ノ
ウ
サ
ギ
や
ネ
ズ

ミ
。
そ
れ
に
、
意
外
と
多
い
の
が
刈
り
払
い

機
に
よ
る
う
っ
か
り
切
断
で
す
。

   

竹
や
ぶ
に
行
き
、
で
き
る
だ
け
青
々
と
し

た
去
年
生
え
た
マ
ダ
ケ
か
モ
ウ
ソ
ウ
ダ
ケ
を

伐
り
ま
す
。
太
さ
が
10
セ
ン
チ
く
ら
い
の
と

こ
ろ
で
、
50
～
60
セ
ン
チ
を
切
り
出
し
て
く

だ
さ
い
。

   

節
は
鍬
の
柄
を
突
っ
込
ん
で
ト
ン
ト
ン
や

る
か
、
ハ
ウ
ス
用
の
パ
イ
プ
の
切
れ
端
を

突
っ
込
ん
で
ト
ン
カ
チ
で
叩
い
て
く
り
貫
き

ま
す
。

  

果
樹
苗
は
一
本
棒
み
た
い
な
も
の
な
の

で
、
こ
の
筒
を
苗
の
上
か
ら
か
ぶ
せ
て
地
面

に
10
セ
ン
チ
く
ら
い
埋
め
込
み
、
し
っ
か
り

と
踏
み
固
め
ま
す
。
竹
筒
は
ウ
サ
ギ
や
ネ
ズ

ミ
に
か
じ
ら
れ
な
い
で
す
し
、
刈
り
払
い
機

が
当
た
れ
ば
す
ご
い
音
が
す
る
の
で
、
苗
を

切
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
こ
と
も
防
げ
ま
す
。

～
自
分
で
割
れ
て
く
れ
る
～

　

塩
ビ
管
で
も
ノ
ウ
サ
ギ
や
ネ
ズ
ミ
は
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
刈
り

払
い
機
に
は
無
力
で
す
。
そ
れ
に
、
筒
の
上

で
枝
が
何
本
も
出
れ
ば
除
去
で
き
ま
せ
ん

し
、
苗
が
太
れ
ば
食
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す

し
ね
。

　

若
い
青
竹
は
時
が
経
て
ば
割
れ
た
り
腐
っ

た
り
し
や
す
い
の
で
、
役
目
が
終
わ
れ
ば
自

然
消
滅
。
す
て
き
で
す
よ
ね
。

私
に
も
で
き
る
獣
害
対
策　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
４

庄
原
消
防
署 

☎ 

０
８
２
４
‐
７
２
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署 

☎ 

０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

近畿中国四国農業研究センター　井上雅央

 『消すまでは　
  心の警報 ＯＮのまま』

平
成
25
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

 

整
形
外
科
診
療
の
中
心

　
　
　   「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
人
生
の
終
末
期
を
台
無

し
に
し
て
し
ま
う
ほ
ど
奥
の
深
い
病
気
で

す
。

　

農
村
の
主
婦
や
高
齢
者
が
、
長
年
に
わ

た
っ
て
腰
や
下
肢
、
膝
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
お

ら
れ
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。

　

今
や
私
た
ち
の
整
形
外
科
診
療
の
中
心
的

な
課
題
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
診
療
と
腰
部
脊

柱
管
狭
窄
症
対
策
で
す
。

 

年
齢
を
重
ね
て

   

起
こ
り
や
す
く
な
る
骨
折

　　
50
歳
代
く
ら
い
ま
で
は
転
ん
で
も
せ
い
ぜ

い
手
首
の
骨
折
程
度
で
済
ん
で
い
た
け
が
な

ど
、
そ
れ
ま
で
な
ら
日
常
茶
飯
事
と
し
て
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
わ
ず
か
な
外
傷
が
、
60
歳

か
ら
70
歳
代
に
な
る
と
、
滑
っ
て
尻
も
ち
を

つ
い
た
り
坂
道
で
仰
向
け
に
転
倒
し
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
脊
柱
の
圧
迫
骨
折
で
全
く
動

け
な
く
な
っ
て
、
入
院
さ
れ
る
方
が
出
て
き

ま
す
。

　
足
腰
の
筋
力
が
衰
え
て
反
射
神
経
も
鈍
る

た
め
、
転
び
方
が
下
手
に
な
っ
て
、
手
を
つ

く
前
に
お
尻
か
ら
落
ち
て
し
ま
い
、
大
腿
骨

を
骨
折
し
や
す
い
条
件
が
そ
ろ
っ
て
き
ま

す
。
脊
椎
骨
折
を
頻
発
す
る
時
期
か
ら
お
よ

そ
10
年
遅
れ
て
太
股
の
付
け
根
（
大
腿
骨
頸

部
）
の
骨
折
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
る
理
由

が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

 

寿
命
を
縮
め
る
元
凶
に

　
　

脊
柱
骨
折
や
大
腿
骨
骨
折
を
発
症
し
た
方

は
、
骨
折
の
な
い
人
に
比
べ
て
短
命
で
あ
る

と
い
う
非
常
に
悪
い
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま

す
。
即
ち
死
亡
率
が
高
く
な
る
の
で
す
。
そ

れ
は
寝
た
き
り
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
こ

と
も
要
因
で
す
。

　

こ
う
し
た
骨
折
や
、
膝
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な

ど
の
運
動
器
疾
患
が
原
因
で
、
要
介
護
状
態

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
全
体
の
25
％
以
上
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
こ
れ
ま
で
営
々
と
働

い
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
老
後
の
余
生
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
高
齢
者
を
痛
み
で
苦
し

め
、
胃
腸
病
や
呼
吸
器
病
の
余
病
で
痛
め
つ

け
、
さ
ら
に
は
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な
る

元
凶
と
な
る
の
で
す
。

 

３
つ
の
柱
を
実
践
し

   

骨
折
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
治
療
に
は
、
内
服
薬
や

注
射
療
法
な
ど
、
最
近
で
は
治
療
方
法
の
選

択
肢
が
豊
富
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
患
者
の

方
一
人
一
人
に
一
番
適
切
な
治
療
法
を
選
択

し
、
薬
の
効
果
を
確
か
め
な
が
ら
治
療
を
継

続
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

骨
折
予
防
で
大
切
な
の
は
、
第
１
に
『
薬

物
療
法
の
継
続
』、
第
２
に
『
運
動
療
法
の

実
践
』、
そ
し
て
第
３
と
し
て
『
栄
養
指
導

（
特
に
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
）』で
す
。

こ
れ
ら
を
セ
ッ
ト
に
し
た
診
療
を
実
践
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

西城市民病院整形外科部長

本
もとやま

山   庸
よ う ぞ う

三

骨
粗鬆症

Osteoporosis
こつそしょうしょう

シリーズ
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商工観光課

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」で
庄
原
市
か
ら
２
件
表
彰

観
光
地
ひ
ろ
し
ま
！
お
も
て
な
し
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
３

総務課

明
る
い
新
年
は
明
る
い
玄
関
先
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
門
松
と
し
め
縄
を
寄
贈

商工観光課

国
定
公
園
の
絶
景
を
伝
え
る
写
真
集
ま
る

比
婆
道
後
帝
釈
50
周
年
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

商工観光課

「
お
い
し
い
！
」
庄
原
い
ち
ば
ん
を
め
ざ
し
て

県
「
Ｏ
Ｃ
―
１
選
手
権
」
に
庄
原
焼
き
が
エ
ン
ト
リ
ー

危機管理課

地
域
防
災
力
の
向
上
を
誓
う

庄
原
市
消
防
出
初
式

Topics   SHISEI  Topics市政トピックス

広
島
県
民
総
ぐ
る
み
で
お
も
て
な
し
の
心

を
持
っ
た
応
対
を
め
ざ
し
、
お
も
て
な
し
に

関
す
る
優
良
な
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
観

光
地
ひ
ろ
し
ま
！
お
も
て
な
し
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
３
」
の
表
彰
式
が
広
島
県
庁
で
行
わ

れ
、庄
原
市
か
ら
「
休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
」

と
「
道
の
駅
た
か
の
」
の
２
団
体
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
は
、
ス
タ
ッ
フ
自

ら
情
報
収
集
を
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作

成
、
道
の
駅
た
か
の
は
、
徹
底
し
て
地
元
産

品
を
提
供
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

同
制
度
は
本
年
度
に
始
ま
り
、
７
～
９
月

に
優
良
な
「
お
も
て
な
し
活
動
」
を
募
集
。

応
募
件
数
78
件
（
73
企
業
・
団
体
）
の
中
か

ら
５
団
体
が
表
彰
を
受
け
、
そ
の
内
２
団
体

　

平
成
26
年
庄
原
市
消
防
出
初
式
が
１
月
12

日
、
庄
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

小
雪
の
舞
う
中
、
消
防
団
員
、
消
防
署
員
な

ど
、
約
９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
従

事
し
た
団
員
や
初
期
消
火
に
協
力
し
た
住
民

な
ど
に
対
し
、各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
総
領
方
面
隊

の
伊
藤
徳
祥
さ
ん
が
宣
誓
し
、
消
防
団
員
と

し
て
の
固
い
決
意
を
誓
い
ま
し
た
。

　

上
原
清
司
団
長
は
「
市
民
の
付
託
に
応
え

る
べ
く
、
教
養
、
訓
練
に
励
み
、
技
術
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
の
中
核
と

し
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
一

広
島
、
島
根
、
鳥
取
県
に
ま
た
が
る
比
婆

道
後
帝
釈
国
定
公
園
指
定
50
周
年
を
記
念
し

行
わ
れ
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品

10
点
が
決
定
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
小
田
弘

さ
ん（
岡
山
県
新
見
市
）の｢

新
緑
の
雄
橋｣

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
同
公
園
が

位
置
す
る
庄
原
市
、
神
石
高
原
町
、
島
根
県

奥
出
雲
町
、
鳥
取
県
日
南
町
の
４
市
町
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
国
定
公
園
を

テ
ー
マ
に
、四
季
折
々
の
自
然
風
景
や
、人
々

の
営
み
な
ど
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し
、

山
口
県
を
除
く
中
国
地
方
４
県
と
兵
庫
、
滋

賀
県
の
39
人
、
計
84
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。審

査
委
員
長
の
金
山
一
宏
さ
ん
は
「
中
国

山
地
の
山
々
と

帝
釈
峡
と
の
素

晴
ら
し
い
風
景

を
、
個
性
的
な

カ
メ
ラ
ア
イ
で

捉
え
た
作
品
が

集
ま
り
、
ど
の

作
品
も
自
然
と

の
楽
し
い
出
会

い
が
よ
く
表
現

さ
れ
て
い
た
」

と
話
し
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
ら
入
賞
作
品
を
１
シ
ー
ト
に
し
た
記

念
切
手
を
、
平
成
26
年
度
に
関
係
市
町
で
発

売
す
る
予
定
で
す
。

小
田
さ
ん
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※
敬
称
略

【
準
グ
ラ
ン
プ
リ
】

礒
合
百
合
子
（
広
島
市
）、
足
田
克
己
（
庄

原
市
）

【
入
選
】

沖
田
真
須
子
（
広
島
市
）、
沖
田
忠
春
（
広

島
市
）、
立
花
敏
之
（
庄
原
市
）、
真
砂
昇
平

（
鳥
取
県
日
吉
津
村
）、
渡
辺
泉
三
（
滋
賀
県

守
山
市
）、
真
田
正
之
（
広
島
市
）、
坂
本
英

雄
（
尾
道
市
）

層
、地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
初
式
は
、
合
併
後
初
め
て
の
屋

外
開
催
と
な
り
、
各
方
面
隊
の
消
防
積
載
車

が
２
台
ず
つ
出
動
し
、
観
閲
を
受
け
る
な
ど

式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

が
庄
原
市
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
庄
原
市
を
訪
れ
る
方
々
に
、「
来

て
良
か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

市
は
、今
年
も
庄
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
門
松
と
し
め
縄
の
寄
贈
を

受
け
ま
し
た
。

12
月
21
日
、同
セ
ン
タ
ー
門
松
作
成
同

好
会
の
７
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、本
庁
舎

西
側
の
玄
関
の
両
脇
に
、高
さ
約
２
メ
ー

ト
ル
の
立
派
な
門
松
を
約
１
時
間
か
け
て

設
置
し
ま
し
た
。

門
松
は
１
月
11
日
ま
で
飾
ら
れ
、来
庁

者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

広
島
県
の
冬
の
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
、
広
島
県
内
の
市

町
が
誇
る
ご
当
地
グ
ル
メ

の
中
か
ら
、
投
票
に
よ
り

最
も
「
食
べ
な
き
ゃ
お
し

い
！
」
グ
ル
メ
を
決
定
す

る
「
Ｏ
Ｃ
―
１
（
お
し
い

わ
ん
）
選
手
権
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
庄
原
市

か
ら
は
、「
庄
原
焼
き
」
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

す
。１

月
10
日
に
広
島
市
内

で
開
催
さ
れ
た
ス
タ
ー
ト

記
者
発
表
会
に
は
、
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
出

席
。
湯
﨑
英
彦
知
事
や
ひ

ろ
し
ま
観
光
大
使
の
女

優
・
戸
田
菜
穂
さ
ん
ら
が

各
市
町
自
慢
の
グ
ル
メ
を

試
食
し
ま
し
た
。
庄
原
市

観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

キ
ョ
ロ
や
ま
く
ん
も
参
加
し
て
庄
原
焼
き
と

庄
原
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
Ｏ
Ｃ
―
１
選
手
権
」
は
、「
お
し
い
！
広

島
県
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
（http://oc-h.jp

/oc1/

）
の
ほ
か
、
県
内
観
光
施
設
に
設
置

し
た
投
票
所
で
も
投
票
が
で
き
ま
す
（
市
内

で
は
、
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
に
設
置
）。
投

票
し
た
方
に
は
県
内
観
光
施
設
で
特
典
が
受

け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。
投
票
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
庄
原
焼
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協

議
会
で
は
こ
の
選
手
権
に
併
せ
て
、「
食
べ

な
き
ゃ
お
し
い
！
庄
原
焼
き
」
と
題
し
て
、

庄
原
焼
き
を
食
べ
た
方
に
「
か
ん
ぽ
の
郷
庄

原
日
帰
り
入
浴
割
引
券
」
を
進
呈
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
３
月
31
日
ま
で
市
内
８
店
舗
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

湯﨑英彦知事と記念撮影する休暇村吾妻山ロッ
ジ藤田勉支配人（左から２人目）と道の駅たか
の須安道秀副駅長（左から５人目）

吾妻山ロッジが作成した
ガイドブック「たちまち」

市役所本庁舎玄関に設置された門松

　  庄原焼きをＰＲするキョロやまくんら

グランプリに選ばれた「新緑の雄橋」

観閲 宣誓する伊藤さん

団旗に注目！
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ぐるっと庄原カメラレポート

Report １ 地域の子どもは、地域で守り、地域で育てる
山内放課後子ども教室の取り組みが評価

Report ３ 手づくりの「午(うま)」作品がズラリ
食彩館しょうばらゆめさくらで里山の干支展

市内のイベントやまちの話題をお届けします。

身近でホットな情報をお寄せください。

情報政策課広報広聴係

☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322　　

山内自治振興区は昨年 12 月、地域による学校支援
活動が優れていると評価され、文部科学大臣表彰を受
けました。

同振興区は、地域の子どもは地域で守り、地域で育
てることを目的に、放課後や夏休みなどに小学生が安
心して安全に活動できる場として、山内自治振興セン

ターで「山内放課後子ども教室」を開設し
ています。

活動は、安心、安全に過ごす場を提供す
るだけでなく、学習コーディネーターを中
心に 15 人の指導員がかかわり、地域住民の
参画を得ながら、勉強やスポーツ、自然体
験活動や昔の遊び、地域行事を通した地域
住民との交流活動など、多様な活動を実施
しています。

参加児童の保護者からは「基本的な生活
習慣が身に付いた」などの感想も寄せられ
ており、家庭では経験できないさまざまな
体験活動が、子どもたちの成長につながっ
ています。

その年の干支にちなんだ手作り作品を展示する「手
仕事・里山の干支展」が 12 月 13 日～１月 31 日ま
での期間、食彩館しょうばらゆめさくらで開催されま
した。

施設内に設けられた展示ブースには、市民などが手
作りした、今年の干支「午」をモチーフにした作品が
ズラリと並び、来館者の目を楽しませていました。

この「手仕事シリーズ」は好評で、２月 15 日から
は「里山のお雛様展」、３月 14 日からは「里山のお
ぼろ月と福朗展」が開催される予定です。

Report ５

Report ２

不登校やひきこもりに温かい支援を

比和そばを満喫

グッバイひきこもり一般講座

そば打ち講習

グッバイひきこもり一般講座が 11 月 27 日、市役
所東城支所で開催され、55 人が参加しました。

この講座は、平成 21 年から庄原市社会福祉協議会
が中心となり、毎年１回講演会を開催しています。今
年は、広島ひきこもり相談支援センターの臨床心理士
山田晃靖さんが、不登校とひきこもりの支援について
講演。不登校・ひきこもりの要因や家族支援のシステ
ム、当事者に対する有効なコミュニケーション、相談
機関への促し方などについて、わかりやすく講演しま
した。

また、東城地域で活動する『ひきこもり家族の会 “つ
ばさ”』の活動紹介が行われ、「不登校やひきこもりの
問題で困ったら、家族だけで抱え込まずに、勇気を出
して相談してほしい」と呼びかけていました。

“つばさ”は、毎月第３金曜 10 時～ 11 時 30 分、
東城ふれあいセンターで活動しています。活動や内容
など詳しくは、庄原市社会福祉協議会東城地域セン
ター（☎ 08477-2-0488）まで。

おいしい」「なかなか名人のようには打てないけど、
打ったそばは家に持って帰って、家族で食べたい」な
どと話しながら、地元特産のそばに舌鼓を打ちました。

旬の食育健康講座として「そば打ち講習」が 12 月
５日、12 日、25 日の３日間、比和健康増進施設あけ
ぼの荘で開催され、地域住民など延べ 21 人が参加し
ました。

この講座は、地元食材を使いながら安全
で健康的な食に興味をもってもらおうと、
旬の比和産のそば粉を使ってそば打ちを行
いました。
「比和そば」のそば粉は、水と混ぜた際に

粘り気が出やすく、つなぎを入れない十割
そばを打つことが出来ます。参加者は、地
元のそば打ち名人から「水回し」、「菊ねり」、

「へそ出し」などの手順を実演しながら指導
してもらった後、水加減や生地を伸ばすと
きの力加減に悪戦苦闘しながらも各自そば
を完成させました。

そば打ち体験後は、名人から“しゃぶしゃ
ぶ風”にそばを食べる方法を伝授してもら
い、「ほかの地域のそばよりもコシがあって

Report ４ オープンから 10 年目で入湯者 20 万人達成
たかの温泉神之瀬の湯

平成 16 年 10 月の開館から 10 年目となる『たか
の温泉神之瀬の湯』が１月 13 日、利用者数 20 万人
を達成し、記念セレモニーが行われました。

大鬼谷オートキャンプ場の帰りに、家族５人で初め
て立ち寄り 20 万人目となった広島市の国富真規さん
に、施設指定管理者である庄原市社会福祉協議会高野
地域センターの八谷誠治センター長などから、記念品
として花束や高野の特産品などが贈られました。

国富さんは「すごくびっくりしたが、とてもうれし
い。松江道ができ高野が近くなったのでぜひまた遊び
に来たい」と喜んでいました。

昨年には松江自動車道開通や高野を舞台とした漫画
『君のいる町』のテレビアニメ化などがあり、ここの
ところ市外や県外からの利用者も増えてきています。

▲講演した山田さん ▲ひきこもりの会”つばさ”活動紹介 ▲そば打ちの実演

　▲ 12 月に開催された、しめ縄作り体験の様子

▲八谷センター長（右端）から記念品を受け取り喜ぶ国富さんご家族

▶午作品がズラリと並ぶ



Camera　
report

カメラレポート
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生
活
相
談

と
き　

３
月
20
日
㈭
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
４

●
東
城
地
域　

と
き　

３
月
20
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
総
領
地
域　

と
き　

３
月
12
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
８
８
‐
３
０
６
３

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
、
解
決
の
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
２
８

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

聴
覚]

２
月
20
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
知
的　

３
月
10
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
東
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的　

２
月
21
日
㈮

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　
広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　

２
月
20
日
㈭
・
３
月
20
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き
　
２
月
28
日
㈮
・
３
月
14
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　
広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
２
月
18
日
㈫
・
３
月
18
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き
　
３
月
12
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

２
月
18
日
㈫
・
３
月
４
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
比
和
地
域

と
き　

２
月
20
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

３
月
12
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　
行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

Report ６ 神楽鑑賞で一年の福を
戸山会新春神楽公演会

Report ７ 伝統の和紙作りに挑戦
総領中生徒が紙すきを体験

常定神楽継承団体戸山会による新春神楽公演が１月
２日、口和老人福祉センターで行われ、約 50 人が伝

統の舞を鑑賞しました。
戸山会は、口和町常定に伝わる神楽の継承団体とし

て約 22 年前に設立。口和中学校神楽同好会の育成・
指導役として活動しています。新春公演は毎年の恒例
の行事として定着し、今回で 15 回目となります。

当日は、清めの舞、猿多彦の能、竹夜叉姫、恵比寿
舞の４演目が披露。恵比寿舞で定番となっている福餅
まきの場面になると、観客は新年のご利益を得たいと
ばかりに総立ちで福餅に手を伸ばしていました。

戸山会会長の森末博雄さんは「これからも、口和の
地に根付いていた文化の灯をともし続けて行くため、
今後も公演会を続けていきたい」と話していました。

総領中学校３年生 13 人が 12 月 16 日、総領高齢者能
力活用センターで紙すきを体験しました。

この体験学習は、総領地域の文化を学ぶ目的で毎年行わ
れ、地域の協力を得ながら 23 年続く伝統ある行事です。

生徒たちは事前に、和紙の原材料となるミツマタやコウ
ゾを刈り取るところから始め、それを蒸して皮をはぎ取る
など 14 の工程を済ませこの日に臨みました。

この日は、町内に住む秋山和子さんと大下芳枝さんから
指導を受けながら、初めての紙すきを体験。最初は戸惑っ
ていた生徒も、２人の丁寧な指導で自分だけのオリジナル
和紙を完成させました。

完成した和紙は、生徒たち自身の卒業証書として使用さ
れます。

Report ８ 地域の達人から伝統の技を学ぶ
西城小学校がしめ縄づくり体験活動

西城小学校の５年生 23 人が 12 月 17 日、しめ縄
づくりを体験しました。

同校では、農作業を通した地域住民とのふれあいを
通じて、伝統を知ったり、技術を習得したり、自然か
ら得たものを活用する方法などを学んでほしいと、毎
年地域と協力して行われています。

この日は、地域の若佐勝春さん、田澤信雄さん、伊
藤賀純さんが指導。しめ縄を作るのは初めてという児
童がほとんどで、なわをなう動作に悪戦苦闘。指導者
が見せる手さばきに感嘆の声を上げていました。

児童の一人、丹波慶美さんは「わらをなったり、ひ
ねったりするのにはとても力がいるので苦労した。橙
や裏白、紙垂を飾り付けるのが楽しかった」とにっこ
り。児童たちは出来上がったしめ縄を「どこに飾ろう

かな」と満足げに眺めていました。
担 任 の 平

岡 俊 哉 教 諭
は「児童みん
な意欲を持っ
て 取 り 組 め
た。米づくり
の延長上にこ
ういったもの
があることを
認識してくれ
たと思う」と
話していまし
た。

身近でホットな情報をお寄せください。情報政策課広報広聴係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322

ぐるっと庄原カメラレポート

パシ
ャッ
！

◀福餅まき

▲紙すきのコツを学ぶ生徒

▲わらのない方を教わる児童　

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所女性児童課女性子ども支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 2425｜２０１４．２月号｜広報しょうばら
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催
　
　
し

そ  

の  

他

募
　
　
集

とき　３月 12 日㈬　19 時～ 21 時
ところ　庄原市ふれあいセンター

講師
　西山さつきさん
　（ＮＰＯ法人
　　　レジリエンス副代表）

演題
　ＤＶと児童虐待
　～大切な人を守るために　
　　　知っておきたいこと～

※託児があります。
（２/28 までに申し込んでください）

問い合わせ　女性児童課女性子ども支援係
　　　　　　☎０８２４ ‐７３ ‐００５１

　ＤＶや児童虐待は、家庭の中で起こることが多く、
周囲からは気づかれにくい暴力です。また、｢被害者
にも悪いところがある｣「しつけのために叩くのは仕
方ない」など、誤解も多いと思われます。
　講演会では「ＤＶ」と「夫婦げんか」、「しつけ」と「虐
待」の違い、ＤＶが子どもへ及ぼす影響など、講師自
らのＤＶ被害体験も交えながら、お話をうかがいます。
　もし、あなたの身近な人がＤＶや児童虐待にあって
いたとしたら ･･･。家族や友人はどう対応したらよい
のか、地域でできることは何か、一緒に考えてみませ
んか。

ＤＶ・児童虐待防止講演会

ミ
・
空
き
缶
拾
い
、
草
刈
り
）
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し

て
、
報
償
金
（
食
料
費
・
燃
料
費

な
ど
の
必
要
経
費
に
よ
り
算
定
さ

れ
た
額
の
範
囲
内
）
を
支
払
う
も

の
で
す
。

　

河
川
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

る
自
治
振
興
区
や
自
治
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
の
申
し
込
み
締
め

切
り
は
２
月
21
日
㈮
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

ご
存
じ
で
す
か
？
里
親
制
度

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
親
元
で

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も

を
、
家
族
に
迎
え
入
れ
育
て
る
方

を
「
里
親
」
と
言
い
ま
す
。「
里

親
制
度
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
い
て
里
親
と
し
て
登
録
さ
れ

た
方
に
、
子
ど
も
の
養
育
を
お
願

い
す
る
制
度
で
す
。
広
島
県
で
は

里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
に
は

　

ま
ず
は
「
広
島
県
北
部
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ

子
ど
も
教
室
受
講
生
募
集

●
子
ど
も
美
術
館
絵
画
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
前
の
部

（
小
学
３
・
４
年
、
５
・
６
年
）

９
時
30
分
～
12
時

午
後
の
部

（
幼
児
、
小
学
１
・
２
年
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象　

幼
稚
園
・
保
育
所
年
長
、
小
学
生

定
員　

各
部
若
干
名

会
費　

毎
月
２
千
円

締
め
切
り　

３
月
10
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

森
信
廣
子

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
１
８
６
２

●
子
ど
も
文
学
館
短
歌
教
室

と
き　

毎
月
第
１
土
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象　

小
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
１
千
円

締
め
切
り　

３
月
22
日
㈯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

新
枝
松
子

☎
０
８
２
４
‐
７
４
‐
０
６
３
６

●
子
ど
も
の
館
マ
ナ
ー
教
室

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

若
干
名

会
費　

毎
月
１
千
円

締
め
切
り　

３
月
25
日
㈫

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

館
長　

岡
本
恵
美
子

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
４
３
６
３

広
島
県
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

広
島
県
で
は
、
県
内
の
河
川
や

道
路
の
美
化
活
動
に
参
加
す
る
人

が
、
そ
の
活
動
中
に
起
き
た
事
故

に
よ
っ
て
傷
害
を
受
け
た
場
合
、

ま
た
活
動
中
に
第
三
者
へ
人
的
・

物
的
被
害
を
与
え
た
場
合
の
救
済

措
置
と
し
て
、「
広
島
県
河
川
道

路
美
化
活
動
保
険
制
度
」
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

市
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
美
化
活
動
を
実
施
し
て
い
る

団
体
な
ど
に
、
こ
の
保
険
へ
の
加

入
を
勧
め
て
い
ま
す
。
自
治
振
興

区
や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
よ
う

と
思
わ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
対
象
箇
所

　

一
・
二
級
河
川
、準
用
河
川
、国
・

県
道

●
対
象
美
化
活
動

　

道
路
・
河
川
の
堆
積
土
、
汚
泥

な
ど
の
除
去
ま
た
は
除
草
、
清
掃

な
ど
。

●
加
入
手
続
き

　

美
化
団
体
の
届
け
出
を
し
て
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
保
険
に
加

入
で
き
ま
す
。

　

必
要
な
書
類
は
、
団
体
届
出
書

で
す
。
ま
た
、
加
入
さ
れ
て
い
る

団
体
で
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
変
更
の
届
け
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
保
険
加
入
料
は
不
要
で
す
。

※
平
成
26
年
度
の
申
し
込
み
締
め

切
り
は
２
月
21
日
㈮
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
環
境
建
設
室
・
産

業
建
設
室

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
制
度

　

広
島
県
で
は
、
河
川
環
境
の
向

上
と
河
川
愛
護
精
神
の
普
及
の
た

め
、「
河
川
清
掃
等
業
務
委
託
」

と
い
う
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
県
が
管
理
す
る
一

級
・
二
級
河
川
の
清
掃
活
動
（
ゴ

さ
い
。
里
親
に
な
る
ま
で
に
次
の

よ
う
な
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

①
相
談
・
申
し
込
み

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
里
親

制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
家

族
同
意
の
う
え
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

②
家
庭
訪
問

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
職
員
が

家
庭
を
訪
問
し
、
家
庭
状
況
や
養

育
へ
の
考
え
方
な
ど
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
委
員
の
意
見
も

聞
き
ま
す
。

③
研
修
受
講

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
一
定
の
研
修
を
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

④
審
査
・
登
録

　

広
島
県
社
会
福
祉
審
議
会
で
里

親
と
し
て
の
適
格
性
を
審
査
し
、

知
事
が
里
親
と
し
て
認
定
し
ま

す
。
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
里
親

名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

⑤
委
託
決
定

　

子
ど
も
と
里
親
と
が
交
流
を
重

ね
た
う
え
で
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
養
育
の
委
託
を
決
定
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推

進
機
構
マ
ッ
チ
ン
グ
商
品
お

披
露
目
フ
ェ
ス
タ

　

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進

機
構
で
は
、し
ょ
う
ば
ら
の
「
食
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
地
場
産

品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
精
通

し
た
講
師
に
よ
る
商
品
開
発
の
講

演
会
や
、
本
年
度
実
施
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
の
成
果
品
の
お
披
露

目
会
を
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
24
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

講
演
会

●
題
目
「
地
場
産
品
を
活
用
し
た

新
商
品
開
発
」

●
講
師　

中
澤
さ
か
な
さ
ん
（
道

の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
店
長
）

商
品
お
披
露
目
会

　

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
成
果
品
の
完

成
ま
で
の
過
程
や
特
徴
な
ど
の
発

表
と
試
食
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w

w
.shobara-sangakuk

an.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

し
ょ
う
ば
ら
産
学
官
連
携
推
進
機

構
（
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
２
１
２
１

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
７
８

節
分
草
自
生
地
公
開
・
節
分

草
祭

　

総
領
町
で
は
、
貴
重
な
山
野
草

「
節
分
草
」
が
咲
き
始
め
、
早
い

春
を
告
げ
て
く
れ
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

　

日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
総
領

町
の
「
節
分
草
自
生
地
」
で
は
、

例
年
、
２
月
中
旬
か
ら
の
約
１
カ

月
間
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
７
カ
所
を
一
般
公
開

し
ま
す
。
期
間
中
は
、
道
の
駅
リ

ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
総
合

案
内
所
を
設
け
、
開
花
状
況
を
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
誰
で
も
気
軽

に
節
分
草
の
観
察
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
総
領
町
の
山
野

草
を
題
材
と
し
た
写
真
・
絵
手
紙

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
募
集
を
行

う
ほ
か
、
土
・
日
曜
日
を
中
心

に
、
地
元
の
味
が
楽
し
め
る
各
種

バ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
山
野
草
に
ま

つ
わ
る
講
座
・
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
３
月
９
日
㈰
に
は
地

域
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
出
店
を
行

う
「
節
分
草
祭
」
も
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
総
領
町
で
一
足
早
い
春
の

訪
れ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間　

２
月
15
日
㈯
～
３
月
16
日
㈰

節
分
草
祭

３
月
９
日
㈰
10
時
～
15
時

山
野
草
写
真
・
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス

ト
締
め
切
り　

３
月
24
日
㈪
必
着

と
こ
ろ　

道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
お
よ
び
総
領
地
域
内
自
生
地

問
い
合
わ
せ　

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
事
務
局
（
総
領
支
所
産
業

建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
８
８
‐
３
０
６
５

ア
サ
ヒ
の
森
・
冬
の
自
然
学
園

２
０
１
４
開
催
の
お
知
ら
せ

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
・
ア

サ
ヒ
の
森
環
境
保
全
事
務
所
で

は
、
自
然
の
恵
み
の
啓
発
活
動
と

し
て
、
ア
サ
ヒ
の
森
・
冬
の
自
然

学
園
２
０
１
４
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
昼
食
作
り
や
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
、
木
と
森
の
話
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と
き　

２
月
22
日
㈯

10
時
Ｊ
Ｒ
備
後
庄
原
駅
出
発

と
こ
ろ　

ア
サ
ヒ
の
森
・
甲
野
村

山
（
比
和
町
）

参
加
者　

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
ま
で
の

児
童
と
そ
の
保
護
者

２
人
１
組
／
20
人
10
組

応
募
期
間　

１
月
14
日
10
時
～
２
月
９
日

申
込
方
法　

　

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

 http://w
w

w
.asahibeer.

c
o

.jp
/

a
s

a
h

i_
fo

r
e

s
t/

shizengakuen/140114/

当
選
者
発
表　

　

厳
正
抽
選
の
上
、
当
選
者
の
み

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
社
会
環
境
部

☎
０
３
‐
５
６
０
８
‐
５
１
９
５

（
10
時
～
17
時　

※
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 2627｜２０１４．２月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

happy flow
er garden

　
　

今
年
初
め
て
屋
内
に
季
節
・

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
花
の
世

界
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
装
飾
し
た

「happy flow
er garden

」を
開
催

し
ま
す
。

　

室
内
に
は
、ハ
ン
ギ
ン
グ
タ
イ

プ
の
冬
咲
き
ベ
ゴ
ニ
ア
を
中
心
に

パ
ー
ゴ
ラ
の
天
井
か
ら
吊
り
下

げ
る
な
ど
、花
で
装
飾
し
た
オ
ブ

ジ
ェ
を
室
内
全
体
に
設
置
し
て
い

ま
す
。ま
た
、ガ
ー
デ
ン
テ
ー
ブ
ル

な
ど
も
設
置
し
、花
を
楽
し
み
な

が
ら
休
憩
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

週
末
は
ガ
ー
デ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
体

験
も
行
い
ま
す
。

と
き　

２
月
23
日
㈰
ま
で
。

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
入
園
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

北
入
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

国
兼
２
Ｆ 

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
だ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト

○
「
ほ
と
ぎ
作
り
」体
験

　

も
ち
米
を
使
っ
た
こ
の
地
方
に

伝
わ
る
、ひ
な
菓
子
作
り
で
す
。

と
き　

２
月
22
日
㈯
、23
日
㈰

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
組(

各
日)

○
と
う
ろ
う
菓
子
作
り
体
験

　

総
領
町
伝
統
の
ひ
な
飾
り
の
お

菓
子
で
す
。

と
き　

２
月
23
日
㈰

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
組

○
ひ
な
餅
つ
き

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、白
餅
、

赤
米
餅
、よ
も
ぎ
餅
３
色
の
お
餅

を
つ
き
ま
す
。各
回
１
０
０
人
の

方
に
つ
き
た
て
の
お
餅
の
振
る
舞

い
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

３
月
２
日
㈰

○
ひ
な
菓
子
の
お
も
て
な
し

　

甘
酒
と
ほ
と
ぎ
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

※
甘
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
で

い
ま
せ
ん
の
で
、お
子
さ
ま
も
安

心
し
て
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
。

と
き　

２
月
22
日
㈯
、23
日

㈰
、３
月
１
日
㈯
、２
日
㈰

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

○
ス
イ
セ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

２
０
１
４

　

今
年
は
、５
０
０
品
種
、

75
万
本
の
ス
イ
セ
ン
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。西
日
本
最

大
規
模
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

※
天
候
に
よ
っ
て
は
開
花
時

期
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

期
間　

３
月
15
日
㈯
～
４
月

上
旬
頃
ま
で

※
期
間
中
休
園
日
な
し

と
こ
ろ　

み
の
り
の
里
「
ス

イ
セ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

○
イ
ン
ド
ア
ガ
ー
デ
ン

　

室
内
で
庭
づ
く
り
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

期
間　

３
月
１
日
㈯
～
14
日
㈮

と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
国
兼

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
な
日
程
は
、電
話
ま
た
は

公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

「happy flower garden」
「冬咲きぼたん展」

そ
の
他

け
ん
み
ん
文
化
祭
ひ
ろ
し
ま

13
文
芸
祭

▼
短
歌
の
部

●
一
般
の
部

広
島
市
議
会
議
長
賞

荒
木　

純
子
（
西
城
町
）

入
選

家
島　

晶
子
（
口
和
町
）

中
原　

幹
枝
（
新
庄
町
）

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

広
島
市
長
賞

佐
々
木　

瞬
（
庄
原
中
１
年
）

広
島
市
議
会
議
長
賞

永
田　

翔
人
（
庄
原
中
２
年
）

広
島
市
教
育
委
員
会
賞

古
川　

茉
帆
（
庄
原
中
１
年
）

特
選

速
見　

琉
生
（
東
小
４
年
）

小
林　

優
人
（
粟
田
小
１
年
）

川
本　
　

綾
（
庄
原
中
３
年
）

瀧
熊
り
り
あ
（
高
野
中
２
年
）

入
選

川
崎　

翔
希
（
庄
原
中
３
年
）

東　
　

な
み
（
東
小
６
年
）

田
岡　

千
怜
（
東
小
３
年
）

滝
口
り
ょ
う
（
庄
原
中
１
年
）

清
水　

正
輝
（
東
小
５
年
）

森
原
き
ら
ら
（
庄
原
中
２
年
）

吉
岡　

京
歌
（
庄
原
中
１
年
）

東　
　

春
奈
（
東
小
３
年
）

住
吉　

佑
太
（
庄
原
中
２
年
）

渡
辺　

和
之
（
庄
原
中
２
年
）

全
国
大
会

全
日
本
学
生
剣
道
優
勝
大
会

（
11
月
４
日
／
日
本
武
道
館
）

●
団
体
の
部

大
塚　

雄
也

（
福
岡
教
育
大
４
年
・
東
城
町
）

▼
俳
句
の
部　

●
一
般
の
部

入
選

矢
崎　

稔
子
（
宮
内
町
）

●
小
・
中
・
高
校
生
の
部

入
選

加
島
菜
々
子
（
高
野
中
３
年
）

山
下　

聡
美
（
東
小
３
年
）

▼
現
代
詩
の
部

●
一
般
の
部

広
島
市
教
育
委
員
会
賞

田
中　

虎
市
（
高
茂
町
）

▼
川
柳
の
部

●
一
般
の
部

入
選

林　
　

武
志
（
川
手
町
）

２月23日（日）まで開催中！

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全

国･
県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共

催
す
る
各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入

賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

振
り
込
め
詐
欺
等
被
害
防
止

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
が

依
然
と
し
て
多
い
こ
と
か
ら
、
３

月
31
日
ま
で
の
間
、
振
り
込
め
詐

欺
等
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

か
ら
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
、
電
話

に
よ
る
被
害
未
然
防
止
の
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
電
話
を
す

る
世
帯
は
、
▼
捜
査
過
程
で
押
収

し
た
名
簿
に
氏
名
や
電
話
番
号
が

登
載
さ
れ
て
い
る
人
▼
特
定
の
学

校
の
卒
業
名
簿
に
名
前
な
ど
が
登

載
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の
実
家
▼

電
話
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
高
齢

者
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

は
『
０
８
２
‐
２
５
８
‐
１
１
０

０
』
で
、
こ
の
番
号
以
外
か
ら
電

話
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
番
号
以
外
に
折
り
返
し
電
話
を

す
る
よ
う
に
求
め
た
り
、
だ
ま
さ

れ
た
ふ
り
を
し
て
現
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
す
よ
う
に
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。『
０
８
２
‐
２
５
８
‐

１
１
０
０
』
以
外
の
電
話
番
号
や

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
悪
用
し
た
詐

欺
被
害
に
は
十
分
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
お
か
し
い
な
」「
変
だ
な
」
と

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
庄
原
警
察
署

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
１
１
０

特
殊
詐
欺
か
ら
高
齢
者
を
守
り

ま
し
ょ
う

　

特
殊
詐
欺
は『
振
り
込
め
詐
欺
』

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
庄
原
市
内
で
は
、
▼
高

齢
者
の
住
ま
い
に
「
宝
く
じ
が
当

選
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
嘘
の
内

容
の
封
筒
を
送
り
つ
け
、
そ
の
手

続
き
や
申
し
込
み
料
金
と
し
て
お

金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
も
の

▼
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
な
ど
の
名
前

を
使
い
、「
あ
な
た
だ
け
に
良
い

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
の

内
容
を
送
り
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
や
申
し
込
み
料
金
と
し
て

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
も

の
▼
嘘
の
土
地
、
建
物
、
水
、
金
、

未
公
開
株
や
社
債
な
ど
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
送
り
つ
け
、
購
入
代
金

や
手
数
料
と
し
て
お
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
す
る
も
の
な
ど
の
事
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
嘘
の
内
容
を
信

じ
、
実
際
に
金
融
機
関
で
手
続
き

を
し
よ
う
と
し
た
高
齢
者
も
い
ま

し
た
が
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
未

然
に
被
害
を
防
止
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
よ
う

と
し
た
高
齢
者
は
、
こ
の
よ
う
な

内
容
を
完
全
に
信
じ
て
い
ま
し

た
。
お
金
の
話
は
ほ
と
ん
ど
が
詐

欺
で
す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
か
ら
高
齢
者
を

守
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
一
人
一
人
が
『
広
報
マ
ン
』
と

な
り
、
こ
の
よ
う
な
話
は
詐
欺
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
繰
り
返
し
声
か

け
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

庄
原
市
民
の
力
を
合
わ
せ
、
特

殊
詐
欺
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
１
１
０室内ガーデン

備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 2829｜２０１４．２月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取り(有料)を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

　保護者の皆さん、お子さんの予防接種はお済みですか？
　母子健康手帳（親子健康手帳）で各予防接種の接種期間を確認し
てみましょう。
　予防接種はお子さんを感染症から守るだけでなく、流行を防ぐ
ことで周りの人を守る効果もあります。
　本市では全ての定期接種（法律で定められた予防接種）が無料で
接種できますが、対象年齢を過ぎると全額自費での接種となりま
すので、早めに接種するようにしましょう。
　その中でも次の予防接種は、特に接種で
きる期間が短いので忘れずに接種するよう
にしましょう。

●ＢＣＧ
生後１歳未満で１回（望ましい接種期間は、
生後５か月～８か月未満）
●麻しん風しん混合
１期（１回目）･･･１歳～２歳未満
２期（２回目）･･･小学校就学前（年長）の１年間
（平成25年度対象者は平成19年４月２日～平成20年４月１日生
まれの方で本年３月31日までに接種しなければなりません）
●二種混合
11歳～13歳未満で１回（望ましい接種期間は12歳になるまで）
※小学６年生に接種の案内をしています。

その他、予防接種に関して不明な点があれば相談してください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

比和自然科学博物館　  ☎ 0824-85-3005

開館 ： ９時～ 17 時 （年末年始休館）

「広報しょうばら」昨年８月号で掲
載した特定外来生物（オオキンケイギ
ク、オオハンゴンソウ）の記事には大
きな反響をいただきました。

外来生物とは、人の活動に伴って他
の地域からやってきた生き物のこと
で、私たちの周りにはヒガンバナなど
のようにすっかり自然に溶け込んでい
るものもたくさんあります。

しかし、新しい土地の環境に適応し
天敵もなく大繁殖するなどして、地域
の自然に大きな影響を与え、生物の多
様性を脅かしたりするものや、人の命・
身体、農林水産業などに被害を与えた
りするものがいます。これらは、法律

（外来生物法）の規定によって特定外
来生物に指定され、飼育・栽培・移動・
放流などが禁止されているものがあり
ます。よく耳にするところではアライグマ、ヌートリア、カミツ
キガメ、ウシガエル、ブルーギル、ブラックバス、セアカゴケグ
モなどです。

広島県では特にアライグマに焦点を絞って生息状況を調査する
など、対策を進めています。

アライグマはテレビアニメの影響でペットとして販売されまし
たが、気性が荒く飼いにくかったため多くが放獣されて、分布範
囲を次々と広げているのです。タヌキに似ていて、シマシマ模様
の長い尻尾が特徴です。

当館では県の生息調査に協力していますので、アライグマを見
かけた場合はご連絡ください。

●東城地域

２月・３月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

２月・３月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室
「リンゴの枝でランプシェード作り」
　とき　２月28日㈮　
　　　　①９時30分～12時
　　　　②13時30分～16時
　参加費　2,300円　定員　各15人
　※ランプは別売りです。
　※ランプシェードに紙を貼ります。
▶展示・その他
○手仕事・里山のお雛様展
　とき　２月15日㈯～３月３日㈪まで
○庄原華道連盟・華展
　とき　３月８日㈯、９日㈰
○中国物産展
　とき　３月10日㈪～19日㈬
○手仕事・里山のおぼろ月と福朗展
　とき　３月14日㈮～４月14日㈪

【営業時間の変更】
３月まで閉館時間：17時（朝どり市は通常通り16時）

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。
三次人形展示
平成 25 年度庄原市文芸大会入賞作品
とき　３月８日(土)～10日(月)  10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎0824-73-1155

　３月６日（木）に庄原赤十字病院で実施を予定し
ていました献血は、都合により中止とさせていただ
きます。

２月11日（火）日伝医院 08477-2-2180
16日（日）東城病院 08477-2-2150
23日（日）細川医院 08477-2-0054

３月  2日（日）こぶしの里病院 08477-2-5255
9日（日）東城病院 08477-2-2150

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年12月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1132

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

２月・３月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

楽しく作って、おいしくいただきます
食農ネットワーク庄原委員会（藤原敦善会長・一木町）は、庄原
市の四季折々の食農文化などをＰＲする冊子「しょうばら里山の
旬だより・ポケット版」を発行しています。このたびその内容を一
部刷新し、再編集した「改訂版」を発行しました。
「改訂版」では、これまでの内容に、庄原食材料理愛好家の大谷朱
美委員（暮らしのアトリエ・東本町）の協力の下、新たに「アスパ
ラガス」、「トマト」を使った料理レシピを追加掲載しています。
市はアスパラガス・トマト・ほうれんそう・だいこん・青ねぎ・
夏秋いちご・菊の７品目を「庄原市主要重点品目（地域振興作物）」
として栽培を推進していますので、市内で生産される主要農作物
の料理レシピを新たに掲載し、冊子に広がりを加えました。
「しょうばら里山の旬だより・ポケット版」は、農業振興課・各支
所産業振興( 建設) 室と市内産直施設などで無料配布しています
ので、ぜひお気軽にご利用ください。

［住民基本台帳登載人口］

人口　３８，８６４人（前年比－６４３人）　
男　　１８，３８６人（前年比－２７５人）　
女　　２０，４８７人（前年比－３５９人）　
世帯数　１５，９４１世帯（前年比－４６世帯）
［うち外国人］　人口　２６９人（前年比－１８人）
［各地域の内訳］

○庄原地域　１８，９５６人（７，８２６世帯）
○西城地域　３，９２０人（１，５２３世帯）
○東城地域　８，７０１人（３，７４８世帯）
○口和地域　２，２０８人（８３１世帯）
○高野地域　１，９９３人（７０１世帯）
○比和地域　１，５７６人（６５２世帯）
○総領地域　１，５１０人（６６０世帯）

と　き　２月 24 日（月）12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　坂

さ か べ

部由
ゆ か こ

香子（フルート）
　　　　窪

く ぼ た

田　晶
し ょ う こ

子（ピアノ）
曲　目　「赤い靴」「はにゅうの宿」　ほか

広報日記
　庄原赤十字病院の第一期棟（西棟）が完成したと
きにも施設の概要について少しご紹介していました
が、診療に訪れた人が「庄原じゃないみたい（都市
部にある病院みたい）」と驚くほど、すばらしい施設
になりました。そのことを中島院長に尋ねると、「い
くら設備が整っても、医師がいなければ診療は始ま
らない」と話されたことが最も印象に残っています。
また、移動診療車の取材では、病院にかかる大変さを
目の当たりし、身近で医療が受けられるありがたさ
を痛感しました。地域医療の大きな課題は、医師の確
保にあります。そのために必要なことは、私たち一人
一人が地域医療についてもっと考えることだと思い
ます。私も、小児医療を考えるひだまりの会の皆さん
の「無理せずできる範囲で」を参考に、自分にできる
ことを実践してみようと思います。

▶坂部由香子・窪田晶子 ･･･ ２人で平成 12年から老人施設
や病院、幼稚園、保育所などでボランティア演奏を行う。演
奏は延べ５００回を超え、日本古来の曲や童謡、映画音楽や
ポップスなどさまざまなジャンルを演奏。リクエストがあれ
ば演歌も演奏するなど、聴く人に楽しい時間を過ごしてほし
いとの思いで演奏活動を続けている。ともに庄原市在住。

 
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

２月１２日・２６日

３月１２日・２６日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

予防接種お済みですか？

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　３月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

３月

『アライグマ』見たらご連絡を！

左）しょうばら
里山の旬だより
･ ポケット版の
表紙。
右）追加したト
マトの料理レシ
ピのページ。

前足 後足

  　広報しょうばら｜２０１４．２月号｜ 30 31｜２０１４．２月号｜広報しょうばら



庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

　

山内駅の銀杏の木

　このコーナーには列車に乗った感想や経験を寄せら
れる方が多いですが、私が興味を持つのは鉄道の施設、
特に駅です。
　残っている駅には高駅や比婆山駅のように国鉄時代
の風情を残した駅もあります。これらの駅にはファン
の人が作った駅ノートがほとんど備えてあり、本当に

遠くからやって来た人々が熱い感想を書き残していま
す。
　ＪＲに乗られるときだけでなく、近くを通られると
きは、駅や施設にも注目していただくと、かつて鉄道が
主な足だった世代の方々にも懐かしく思い出されるも
のがあると思います。 　　　　　土屋　詔二（上原町）

三次より東側の芸備線の駅は、一部の委
託駅を除き全て無人駅です。その中でも駅
舎がない駅も多く、山内もその一つです。
駅の広場には見事な銀杏の木があり、秋も
深まると金色の蝶を舞わせ、下は一面の黄
金のじゅうたんとなります。

サンパーク食品
所　西城町大佐 741-1
☎　０８２４－８２－２７７１
営　９時30 分～19 時
休　1月 1日～３日

取り扱う市内産食材

▶▶▶　店長の藤岡敬典さんに聞きました。

なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　地元のおいしい物がたくさん生産されています。その
良さを、地域の人に知ってもらうチャンスになればと思
い登録しました。せっかくの地元産をアピールしたいで
す。

お店の推進店としてのこだわりは？
　季節ごとの旬のもので、できるだけ多種類の品物を提
供したいと考えています。
また、地元の生産者の皆さんが出荷しやすいように、幅広
く受け入れを行っています。

皆さんへ一言
　「地元の野菜の販売
コーナー」を設置し、旬の
ものをおいしく食べてい
ただきたいと思っていま
す。ご来店ください。
　また、生産された皆さ
んの自慢の品を提供でき
る店を目指しています。
地元の産物を持ち寄って
いただき、販売させてく
ださい。お待ちしており
ます。 ▲地元産の新鮮野菜を販売

米、野菜類、漬物、きのこ類、果物、
その他野菜加工品

（平成 25 年 11 月中旬撮影）

VOL.11

〒
7
2
7
-
8
5
0
1
　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

1
0
番

1
号

 ／
 ☎

0
8
2
4
-
7
3
-
1
1
5
9

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  http:/
/
w

w
w

.city
.sho

b
ara.hiro

shim
a.jp ／

 印
刷

　
平

和
印

刷
㈱

　
再

生
紙

使
用

平
成

2
6
年

２
月

５
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
情

報
政

策
課

広
報

し
ょ
う
ば

ら
 ２

月
号

 №
1
0
7

乗りんさい
芸備線


